






はじめに 

本研究班の松石,粟谷らが,乳幼児の発達障害を効率よく,早期発見するために,出生時体重,

在胎週数,在院日数,性別をもとにした,ハイリスク児の検討による,各危険因子のカテゴリ

ーの偏相関係数及び「重み」にもとずいた,標準化スコアが神経学的予後推定に正答率 65%

であるとの報告から 1),本法を用いて,神奈川県総合リハビリテーションセンターに入院

あるいは通院している低出生体重児について検討を試みてみた。 


